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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
国
内
に
お
い
て
熊
本
地
震
や
阿

蘇
山
の
噴
火
、
梅
雨
の
豪
雨
な
ど
相
次
ぐ
自

然
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
年
末
に
は

北
海
道
か
ら
熊
本
・
宮
崎
に
広
が
る
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
と
、
業
界
内
外
に
緊
張

を
強
い
ら
れ
た
一
年
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
多
く
の
問
題
が
あ
る
中
、
県

経
済
は
失
業
率
の
低
下
や
賃
金
の
上
昇
な
ど

の
雇
用
環
境
の
改
善
に
よ
り
消
費
は
好
調

を
続
け
ま
し
た
。
ま
た
円
安
な
ど
を
背
景
に

外
国
人
観
光
客
が
増
加
を
続
け
た
こ
と
か

ら
拡
大
の
動
き
が
続
き
ま
し
た
。

　
一
方
我
が
業
界
に
お
い
て
は
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
や
那
覇
空
港
第
二
滑
走
路
増
設
に

よ
る
観
光
需
要
を
見
据
え
た
世
界
的
ブ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
の
オ
ー
プ
ン
・
事
業
計
画
発
表
や

観
光
関
連
施
設
の
増
加
等
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
材
確

保
に
対
し
て
採
用
難
、
人
手
不
足
が
続
く

中
で
の
地
域
最
低
賃
金
の
大
幅
ア
ッ
プ
、
そ

れ
に
対
し
て
既
契
約
先
と
の
契
約
金
額
改

定
交
渉
な
ど
、
業
界
の
環
境
の
厳
し
さ
は
昨

年
同
様
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
本
年
も
ま
た
新
し
い
一
年
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
や
る
べ
き
事
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

　
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
七
日
ホ
テ
ル

ロ
イ
ヤ
ル
オ
リ
オ
ン
に
て
協
会
会
員
、
組

合
会
員
、
賛
助
会
員
に
よ
る
合
同
新
春
祝

賀
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
道
翁

会
師
範
金
城
由
美
子
氏
、
砂
川
る
み
子
氏

に
よ
る
「
か
ぎ
や
で
風
」
で
幕
開
け
し
、

主
催
者
を
代
表
し
て
新
垣
淑
典
協
会
長
か

ら
日
頃
よ
り
協
会
、
組
合
活
動
の
協
力
に

感
謝
と
ま
た
近
年
当
業
界
の
現
状
、
そ
し

て
更
な
る
発
展
を
祈
念
す
る
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
来
賓
挨
拶
で
は
沖
縄
県
知
事
翁

長
雄
志
氏
（
代
理
　
保
健
医
療
部
　
統
括

監
　
糸
数
公
氏
）、
衆
議
院
議
員
宮
崎
政

久
氏
、
県
議
会
議
員
照
屋
守
之
氏
、
翁
長

政
俊
氏
よ
り
近
年
建
築
物
の
高
度
化
、
複

雑
化
が
進
ん
で
お
り
建
物
の
環
境
衛
生
を

確
保
す
る
観
点
か
ら
当
業
界
が
果
た
す
役

割
が
よ
り
一
層
大
き
く
な
る
と
の
期
待
の

祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
祝
電
で
那
覇
市
長
城
間
幹
子
氏
、

衆
議
院
議
員
国
場
幸
之
助
氏
、
比
嘉
奈
津

美
氏
、
参
議
院
議
員
宇
都
隆
史
氏
よ
り
祝

電
が
あ
り
ま
し
た
。
乾
杯
の
挨
拶
を
（
一

財
）
沖
縄
美
ら
島
財
団
理
事
長
花
城
良
廣

氏
よ
り
沖
縄
式
乾
杯
「
カ
リ
ー
」
の
音
頭

で
参
加
者
一
同
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
歓
談
会
で
は
大
山
克
二
副
会

長
率
い
る
生
バ
ン
ド
が
よ
り
一
層
新
年
会

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
佐
渡
山
安
秀
組
合
理
事
長
が

閉
会
の
辞
を
述
べ
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
当
日
午
前
八
時
か
ら
新
春
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
パ
ー
ム
ヒ
ル
ズ
ゴ
ル
フ
リ
ゾ
ー
ト
（
糸

満
市
）
に
て
八
組
三
十
一
名
参
加
の
も
と
天

候
に
も
恵
ま
れ
心
地
良
い
雰
囲
気
の
中
プ

レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
上
位
順
位
者
次

の
通
り
で
す
。
優
勝
佐
渡
山
安
秀
、
準
優

勝
金
城
秀
雄
、
第
三
位
大
山
克
二
以
上
の

方
々
で
し
た
。
そ
の
他
各
賞
も
多
数
用
意

さ
れ
終
了
し
ま
し
た
。

『
お
客
様
に
喜
ん
で
頂
く
』
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
為
、
協
会
員
の
皆
様
と
一
丸

と
な
っ
て
、
業
界
の
地
位
向
上
に
出
来
る
事

か
ら
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
々
様
に
と
り
ま
し
て

幸
多
き
飛
躍
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念

申
し
上
げ
新
春
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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第
十
二
回
環
境
衛
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
日
沖
縄
県
・
那

覇
市
・
県
内
マ
ス
コ
ミ
各
社
後
援
に
て
沖

縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
講
堂
に
お
い
て

会
員
・
賛
助
会
員
・
一
般
等
約
百
七
十
人

が
来
場
し
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
災
害
時
に
お
け
る
我
々
の
役

割
」
を
テ
ー
マ

に
社
会
福
祉

士
、
防
災
士
、

沖
縄
大
学
・
沖

縄
国
際
大
学
特

別
研
究
員
の
稲

垣
暁
氏
に
よ
る

基
調
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
日
本
各
地
及
び
世
界
各
国
で
発
生

し
て
い
る
大
規
模
災
害
の
事
例
を
基
に
、

講
演
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
中
で
も

災
害
後
の
避
難
生
活
の
リ
ス
ク
及
び
二
次

災
害
で
の
避
難
場
所
不
足
に
よ
る
車
中
泊

が
及
ぼ
す
人
体
へ
の
影
響
、
ト
イ
レ
や
ゴ

ミ
な
ど
の
影
響
に
よ
る
劣
悪
な
生
活
環
境

の
実
態
、
さ
ら
に
沖
縄
が
持
っ
て
い
る
固

有
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
話
も
印
象
的
で

し
た
。
ま
た
、咳
き
込
む
高
齢
者
、乳
幼
児
・

発
達
障
害
児
を
抱
え
る
親
、
精
神
系
疾
患

を
抱
え
る
人
な
ど
が
他
の
避
難
者
の
迷
惑

に
な
る
か
ら
と
の
理
由
で
避
難
所
生
活
が

ま
ま
な
ら
な
い
環
境
は
課
題
の
一
つ
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　
続
い
て
活
動
報
告
と
し
て
沖
縄
赤
十
字

病
院
の
佐
々
木
秀
章
救
急
部
長
は
「
医
療

か
ら
み
た
災
害
現
場
で
感
じ
た
こ
と
」
を
テ

ー
マ
に
災
害
時
の
病
院
の
状
況
に
つ
い
て
自

身
の
災
害
医
療
現
場
で
の
経
験
を
ふ
ま
え

た
内
容
に
て
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。
多
数

の
患
者
が
押
し
寄
せ
る
状
況
や
病
院
機
能

が
一
階
に
集
中
し
て
い
た
た
め
津
波
被
害
で

全
て
消
失
し
た
事
例
を
基
に
病
院
の
イ
ン
フ

ラ
強
化
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
・
訓
練
、
非

難
対
策
、
赤
十
字
救
護
班
等
の
充
実
、
災

害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
制
度
の
導
入
等
の

対
策
を
行
っ
て
い
る
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
イ
カ
リ
消
毒
㈱
熊
本
営
業
所
の
佐

藤
宇
俊
所
長
よ
り
熊
本
震
災
で
の
衛
生
管

理
に
関
す
る
活
動
内
容
と
し
て
避
難
所
や

車
両
に
防
虫
ネ
ッ
ト
カ
ー
テ
ン
の
設
置
、
避

難
所
周
辺
の
蚊
の
駆
除
、
害
虫
の
生
息
調

査
、
ネ
ズ
ミ
の
駆
除
、
清
掃
・
洗
浄
等
の
活

動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
「
災
害
時
に
衛

生
状
態
を
保
つ
た
め
に
必
要
な
も
の
は
」
と

の
質
問
に
対
し
自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
「
手

洗
い
の
重
要
性
、
ト
イ
レ
の
美
観
維
持
、
害

虫
が
発
生
し
づ
ら
い
環
境
の
管
理
」
と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
活
発
な
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
た
後
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

最
先
端
品
質
評
価
部
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
城
　
弘

　
平
成
二
十
八
年
度
の
県
立
病
院
ラ
ウ
ン

ド
チ
ェ
ッ
ク
は
九
月
十
二
、十
三
日
に
宮

古
病
院
・
八
重
山
病
院
、
二
十
一
日
に
北

部
病
院
、
中
部
病
院
、
南
部
医
療
セ
ン

タ
ー
、
精
和
病
院
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　
毎
年
実
施
す
る
事
に
よ
り
、
現
場
意
識

も
高
揚
し
品
質
レ
ベ
ル
も
向
上
し
て
き
ま

し
た
。

　
私
ど
も
最
先
端
品
質
評
価
部
会
も
毎
年

課
題
を
も
っ
て
ラ
ウ
ン
ド
チ
ェ
ッ
ク
を

行
っ
て
お
り
、
今
回
は
、
現
場
の
清
掃
業

務
が
欠
陥
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
蓄
積
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
な
っ
て
い
な
い
か
を
重
点
に
診

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
欠
陥
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
は
、「
我
々
の

作
業
に
よ
り
清
掃
対
象
建
材
を
傷
つ
け
た

り
し
て
い
な
い
か
」、
蓄
積
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

と
は
、「
清
掃
を
行
う
こ
と
に
よ
り
逆
に

汚
れ
を
蓄
積
さ
せ
て
い
な
い
か
」、
の
観

点
で
実
施
し
、
教
育
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
部
会
と
し
て
は
、
協
会
員
各
社
の
ク
リ

ン
ク
ル
ー
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
教
育
研
修
の

要
請
を
頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

第
十
二
回 

環
境
衛
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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平
成
二
十
八
年
十
二
月
一
日
波
の
上
の
サ

ラ
ダ
ボ
ー
ル
に
お
き
ま
し
て
、
毎
年
恒
例

の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
チ
ー
ム
は
、
前
回
を
上
回
る
十
七

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
明
る
い
笑
い
声
が
響

く
中
、
真
剣
な
眼
差
し
で
ス
ト
ラ
イ
ク
を

狙
う
各
選
手
の
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
試
合
後
の
懇
親
会
で
は
、
各
社
か
ら
ご

提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
景
品
を
上
位
入
賞

者
及
び
各
賞
の
副
賞
と
し
て
贈
呈
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
会
場
は
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
参

　
平
成
二
十
八
年
九
月
十
七
日
与
那
原
町

観
光
交
流
施
設
に
於
い
て
、
参
加
六
社
九

チ
ー
ム
、
約
百
三
十
名
近
く
多
数
の
応
援

団
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
三
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ

て
予
選
リ
ー
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　

　
　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
は
通
常
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
よ
り
大
き
く
柔
ら
か
い
ボ

ー
ル
を
使
用
す
る
為
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
づ

ら
く
、
多
く
の
珍
プ
レ
ー
・
好
プ
レ
ー
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
は
、
準
決
勝
で
前
回
優
勝
チ
ー

ム
の
㈱
国
際
ビ
ル
産
業
Ｂ
を
熱
戦
の
末
破

っ
た
㈱
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン
Ａ
チ
ー
ム
と
Ｂ
チ

ー
ム
と
の
同
社
対
決
と
な
り
ま
し
た
。
Ａ

チ
ー
ム
が
第
一
セ
ッ
ト
、
Ｂ
チ
ー
ム
が
第
二

セ
ッ
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
奪
い
、
迎
え
た
最
終

セ
ッ
ト
、
Ａ
チ
ー
ム
が
大
接
戦
の
末
、
ゲ

ー
ム
カ
ウ
ン
ト
二
対
一
で
第
一
回
大
会
以

来
二
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
初
心
者
や

女
性
の
方
々
で
も
気
軽
に
参
加
し
易
い
競

技
で
す
。
次
回
大
会
に
は
更
に
多
く
の
チ

ー
ム
や
応
援
団
の
参
加
を
お
待
ち
致
し
ま

す
。

　
今
回
の
大
会
も
怪
我
等
も
な
く
無
事
終

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
関
係
者
、
ご

参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
、
有
難
う
御
座
い

ま
し
た
。

『
第
三
回 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
』

「
第
十
七 

回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

加
企
業
間
の
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
な
り
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
ボ
ウ
リ

ン
グ
は
、
老
若
男
女
幅
広
い
年
齢
層
が
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
気
軽
に
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
次
回
は
よ
り
多
く
の
皆
様
に

ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

☆
上
位
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団
体
優
勝
　
㈱
総
合
ビ
ル
管
理

　
準
優
勝
　
㈱
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン

　
　
三
位
　
㈱
ク
リ
ー
ド
沖
縄
　
　
　
　

　個
人
優
勝
　
宮
西
和
人
㈱
総
合
ビ
ル
管
理

　
準
優
勝
　
宮
城
英
人
㈱
総
合
ビ
ル
管
理

　
　
三
位
　
上
原
幸
裕
㈱
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

順
位
は
次
の
通
り
で
す
。

優
　
勝
　
㈱
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝
　
㈱
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン
Ｂ
チ
ー
ム

第
三
位
　
㈱
国
際
ビ
ル
産
業
Ａ
チ
ー
ム
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労
働
安
全
副
委
員
長
　
喜
世
川
　
優

　
十
月
十
三
日
、
浦
添
市
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
結
の
街
に
て
三
十
六
社
、
一
二
〇
名

の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。

　
沖
縄
労
働
局
よ
り
健
康
安
全
課
長
幸
地

光
彦
氏
を
招
き
、
労
災
状
況
及
び
健
康
管
理

の
両
面
で
の
沖
縄
県
の
状
況
報
告
を
頂
い
た
。

　
第
二
部
に
は
、
例
年
、
基
調
講
演
を
頂
い

て
い
る
が
今
回
は
事
例
発
表
と
し
て
、
㈱
国

際
ビ
ル
産
業
鳥
居
秋
則
氏
と
「
労
働
災
害

と
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
共
栄
ビ
ル
整
備

㈱
山
城
弘
氏
の
「
安
全
と
衛
生
及
び
環
境

に
考
慮
し
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
目
指
し
て
」

と
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
、
よ
り
実
践
に
即

し
た
発
表
で
聴
衆
の
関
心
を
集
め
て
い
た
。

　
安
全
標
語
表
彰
で
は
、
数
多
く
の
作
品

が
寄
せ
ら
れ
入

賞
者
に
は
表
彰

状
及
び
金
一
封

を
授
与
し
た
。

　
最
後
に
、
表

彰
者
を
代
表

し
て
渡
嘉
敷
吉

晃
氏
の
音
頭
で

参
加
者
全
員
が

「
労
働
安
全
宣

言
」
を
唱
和
し
、

ゼ
ロ
災
害
を
目

　
文
部
科
学
省
の
委
託
事
業
と
し
て
高
等

学
校
段
階
に
お
け
る
障
が
い
の
あ
る
生
徒

へ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
職
業
教
育
を
推
進
し
、

労
働
や
福
祉
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
就
労
支
援
を
充
実
す
る
実
践
的
な
研

究
を
特
別
支
援
学
校
高
等
部
に
お
い
て
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
研
究
成
果
を
社
会
に

発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
が
い
の
あ
る

生
徒
の
自
立
と
社
会
参
加
を
加
速
度
的
に

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
沖
縄
県
教
育
員

会
が
本
年
度
か
ら
初
め
て
「
沖
縄
県
特
別

支
援
学
校
技
能
検
定
」
を
始
め
ま
し
た
。

　
当
協
会
は
、
平
成
二
十
三
年
一
月
に
沖

縄
県
教
育
員
会
と
の
特
別
支
援
学
校
に
関

す
る
協
定
書
を
締
結
し
て
お
り
、
協
定
に

基
づ
き
全
面
的
に
協
力
致
し
ま
し
た
。
検

定
種
目
は
四
種
目
、
当
協
会
が
関
連
す
る

「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
部
門
」
は
三
種
目
、
テ
ー

ブ
ル
拭
き
や
自
在
ほ
う
き
掃
き
、
湿
式
モ

ッ
プ
拭
き
が
あ
り
ま
す
。

　
検
定
は
、
十
一
月
十
七
日
に
沖
縄
高
等

特
別
支
援
学
校
体
育
館
を
会
場
に
開
催
、

平
成
二
十
九
年
二
月
九
日
に
第
二
回
目
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
技
能
検
定
を
開
催
す
る
に
あ
た

り
、
当
協
会
は
平
成
二
十
七
年
度
七
校
、

平
成
二
十
八
年
度
九
校
に
講
師
を
派
遣

し
、
会
員
の
㈱
国
際
ビ
ル
産
業
か
ら
も
沖

指
し
誓
い
を
新
た
に
し
散
会
し
た
。

　
近
年
、
労
災
発
生
件
数
の
増
加
が
危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
大
会
を
通
じ
、

会
員
各
社
が
労
働
安
全
の
啓
蒙
と
、
現
場

で
働
く
皆
さ
ん
の
無
事
故
を
願
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

縄
高
等
特
別
支
援
学
校
へ
毎
週
二
時
間
の

技
能
指
導
を
平
成
二
十
七
・
八
年
の
二
年

間
、
講
師
の
派
遣
を
し
ま
し
た
。

　
検
定
に
は
、
一
種
目
三
名
の
検
定
員
、

補
佐
員
一
名
の
四
名
三
チ
ー
ム
、
計

十
二
名
の
専
門
員
を
派
遣
し
、
会
場
の

コ
ー
ト
設
営
検
定
運
営
全
般
に
渡
り
協

力
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
部
門
は
十
一
校
の

特
別
支
援
学
校
分
教
室
か
ら
四
十
九
名

の
生
徒
さ
ん
が
受
検
さ
れ
一
級
二
十
一

名
、
二
級
二
十
一
名
、
三
級
七
名
の
合

格
者
が
誕
生
し
ま
し
た
。

沖
縄
県
特
別
支
援
学
校
技
能
検
定

事
業
委
員
長
　
大
嶺
　
健
太
郎

入
賞
者

優
秀
賞

優
良
賞

小
さ
な
油
断
が
大
き
な
災
害

　
　
　基本
を
守
っ
て
安
全
作
業

　仲
田

　義
孝

　
　㈱
総
合
ビ
ル
管
理

渡
嘉
敷
吉
晃

　
　㈱
国
際
ビ
ル
産
業

渡
久
地
政
和

　
　㈱
ク
リ
ー
ド
沖
縄

上
里

　惇
子

　ビ
ュ
ー
テ
ッ
ク
九
州
㈱
沖
縄
支
店

　

日　時 参加数 参加者 備　考活動内容

協会活動日誌

県立病院ラウンドチェック水準調整会議
第３回総務・経営委員会
第３回広報交流委員会
第４回理事会・代表者会議
防除作業従事者研修講師会議
平成２９年度入札陳情要請（うるま市）
第３回労働安全委員会
清掃作業従事者研修講習会(中部)
清掃作業従事者研修指導者講習会
(新規・再講習)
第3回ソフトバレーボール大会

県立病院ラウンドチェック

貯水槽清掃講師部会会議
第４回総務・経営委員会
平成２９年度入札陳情要請（市長会）
平成２８年度労働安全衛生大会
防除作業従事者研修会
平成２８年度ビルクリーニング
技能検定補足講習会
第１２回環境衛生シンポジウム
平成２９年度入札陳情要請（那覇市）
清掃作業従事者研修講習会(那覇)
第２回親睦ゴルフコンペ
平成２８年度ビルクリーニング
技能検定補足講習会（学科）
県特別支援学校技能検定担当者会議
第５回総務・経営委員会
内閣府沖縄総合事務局へ陳情要請
貯水槽清掃作業従事者研修会
平成２９年度入札陳情要請（沖縄県）
那覇市との災害協定締結
第５回理事会
第１７回ボウリング大会
公契約勉強会
第４回広報・交流委員会
３役・各正副委員長会議
平成２９年新春懇親会

委員
会長・委員
委員
会長・理事・監事・代表者
講師
三役・委員長
委員
講師・受講者

講師・受講者

会員
事業委員・最先端品質部会員・
病院側・担当者
講師部会
会長・委員
三役・委員長
会員・組合員・非会員
講師・受講者

講師・受講者

会員・一般
市管財課
講師・受講者
会員

講師・受講者

講師・補助員
会長・委員
３役・理事
会員・一般
県管財課・病院課・県警
会長・理事
会長・理事・監事
会員
会長・理事
委員
３役・正副委員長
会員・賛助会員・来賓

協会2F　会議室
協会2F　会議室
協会2F　会議室
沖縄県卸商業団地組合　会議室
協会2F　会議室
うるま市役所
協会２F　会議室
ポリテクセンター沖縄

ポリテクセンター沖縄

与那原町観光交流会館

県立６病院

協会２Ｆ　会議室
協会2F　会議室
南城市役所
浦添市産業振興センター
浦添市産業振興センター

ポリテクセンター沖縄

県立博物館・美術館講堂
那覇市役所
九州沖縄トラック研修会館
那覇ゴルフ倶楽部

ポリテクセンター沖縄

協会2F　会議室
協会２階　会議室
沖縄総合事務局
浦添市産業振興センター
県庁・県警本部
那覇市役所
沖縄県卸商業団地組合　会議室
サラダボウル
協会２F　会議室
協会２F　会議室
ネストホテル那覇
ホテルロイヤルオリオン

8月  4 日
8月10日
8月23日
8月25日
9月   6日
9月   9日
9月13日
9月14日
9月15日
～16日

9月17日

9月21日

9月23日
10月   4日
10月   5日
10月13日
10月14日

10月17日

10月20日
10月24日
10月24日
10月27日

10月28日

11月11日
11月15日
11月15日
11月22日
11月28日
11月28日
11月30日
12月   1日
12月14日
12月14日
12月27日
1月27日

８名
６名
４名

　３１名
２名
５名
５名
１８名

５８名

９６名

８名

３名
６名
５名

１１７名
４９名

１０名

１５６名
１０名
２３名
２７名

１５名

９名
５名
６名
６３名
９名
5名

　１１名
６８名
１２名
４名
１４名
１３０名

平
成
二
十
八
年
度
　
労
働
安
全
衛
生
大
会
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那
覇
市
と
当
協
会
は
平
成
二
十
八
年

十
一
月
二
十
八
日
、
他
団
体
企
業
共
々

城
間
幹
子
市
長
と
大
規
模
な
災
害
に
お
け

る
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
内
容
は
、
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て

避
難
所
等
建
築
物
の
環
境
衛
生
面
に
か
か

る
被
害
状
況
の
確
認
及
び
そ
の
対
処
、
清

掃
及
び
消
毒
等
の
環
境
衛
生
維
持
に
関
す

る
処
置
に
つ
い
て
協
力
を
す
る
こ
と
に
関

す
る
協
定
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
会
員
各
社
よ
り
実
際
に
実
施
す

る
場
合
を
想
定
し
対
応
す
る
環
境
消
毒
専

門
職
員
・
ク
リ
ー
ン
ク
ル
ー
の
派
遣
・
選

抜
を
お
願
い
す
る
と
共
に
、
今
後
災
害
訓

練
の
実
施
検
討
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

入
賞
者

優
秀
賞

優
良
賞

小
さ
な
油
断
が
大
き
な
災
害

　
　
　基本
を
守
っ
て
安
全
作
業

　仲
田

　義
孝

　
　㈱
総
合
ビ
ル
管
理

渡
嘉
敷
吉
晃

　
　㈱
国
際
ビ
ル
産
業

渡
久
地
政
和

　
　㈱
ク
リ
ー
ド
沖
縄

上
里

　惇
子

　ビ
ュ
ー
テ
ッ
ク
九
州
㈱
沖
縄
支
店

　

日　時 参加数 参加者 備　考活動内容

協会活動日誌

県立病院ラウンドチェック水準調整会議
第３回総務・経営委員会
第３回広報交流委員会
第４回理事会・代表者会議
防除作業従事者研修講師会議
平成２９年度入札陳情要請（うるま市）
第３回労働安全委員会
清掃作業従事者研修講習会(中部)
清掃作業従事者研修指導者講習会
(新規・再講習)
第3回ソフトバレーボール大会

県立病院ラウンドチェック

貯水槽清掃講師部会会議
第４回総務・経営委員会
平成２９年度入札陳情要請（市長会）
平成２８年度労働安全衛生大会
防除作業従事者研修会
平成２８年度ビルクリーニング
技能検定補足講習会
第１２回環境衛生シンポジウム
平成２９年度入札陳情要請（那覇市）
清掃作業従事者研修講習会(那覇)
第２回親睦ゴルフコンペ
平成２８年度ビルクリーニング
技能検定補足講習会（学科）
県特別支援学校技能検定担当者会議
第５回総務・経営委員会
内閣府沖縄総合事務局へ陳情要請
貯水槽清掃作業従事者研修会
平成２９年度入札陳情要請（沖縄県）
那覇市との災害協定締結
第５回理事会
第１７回ボウリング大会
公契約勉強会
第４回広報・交流委員会
３役・各正副委員長会議
平成２９年新春懇親会

委員
会長・委員
委員
会長・理事・監事・代表者
講師
三役・委員長
委員
講師・受講者

講師・受講者

会員
事業委員・最先端品質部会員・
病院側・担当者
講師部会
会長・委員
三役・委員長
会員・組合員・非会員
講師・受講者

講師・受講者

会員・一般
市管財課
講師・受講者
会員

講師・受講者

講師・補助員
会長・委員
３役・理事
会員・一般
県管財課・病院課・県警
会長・理事
会長・理事・監事
会員
会長・理事
委員
３役・正副委員長
会員・賛助会員・来賓

協会2F　会議室
協会2F　会議室
協会2F　会議室
沖縄県卸商業団地組合　会議室
協会2F　会議室
うるま市役所
協会２F　会議室
ポリテクセンター沖縄

ポリテクセンター沖縄

与那原町観光交流会館

県立６病院

協会２Ｆ　会議室
協会2F　会議室
南城市役所
浦添市産業振興センター
浦添市産業振興センター

ポリテクセンター沖縄

県立博物館・美術館講堂
那覇市役所
九州沖縄トラック研修会館
那覇ゴルフ倶楽部

ポリテクセンター沖縄

協会2F　会議室
協会２階　会議室
沖縄総合事務局
浦添市産業振興センター
県庁・県警本部
那覇市役所
沖縄県卸商業団地組合　会議室
サラダボウル
協会２F　会議室
協会２F　会議室
ネストホテル那覇
ホテルロイヤルオリオン

8月  4 日
8月10日
8月23日
8月25日
9月   6日
9月   9日
9月13日
9月14日
9月15日
～16日

9月17日

9月21日

9月23日
10月   4日
10月   5日
10月13日
10月14日

10月17日

10月20日
10月24日
10月24日
10月27日

10月28日

11月11日
11月15日
11月15日
11月22日
11月28日
11月28日
11月30日
12月   1日
12月14日
12月14日
12月27日
1月27日

８名
６名
４名

　３１名
２名
５名
５名
１８名

５８名

９６名

８名

３名
６名
５名

１１７名
４９名

１０名

１５６名
１０名
２３名
２７名

１５名

９名
５名
６名
６３名
９名
5名

　１１名
６８名
１２名
４名
１４名
１３０名

那
覇
市
と
の
災
害
協
定
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有
限
会
社
宮
古
ビ
ル
管
理

①
清
掃
主
任
　
下
地
和
男
（
入
社
二
十
四

年
目
）

　
県
立
宮
古
病
院
清
掃
班
　
二
十
三
名

②
病
棟
の
タ
イ
ル
の
色
が
白
く
、
汚
れ
が

目
立
ち
や
す
い
。
ま
た
、
病
室
内
の

定
期
清
掃
は
、
満
床
の
た
め
入
室
し

づ
ら
く
、
床
の
汚
れ
が
う
ま
く
落
と

せ
な
い
こ
と
が
あ
り
、
入
院
患
者
か

ら
の
ク
レ
ー
ム
を
受
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
病
院
の
清
掃
は
、
特
殊

な
設
備
も
あ
り
、
専
門
的
な
知
識
と

技
術
を
要
す
る
た
め
、
定
期
的
に
社

員
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
医
師
、
看
護
師
、
医
療
関
係
の
方
や
、

患
者
が
、
仕
事
・
療
養
に
集
中
で
き
る

よ
う
、
常
に
気
を
配
り
な
が
ら
、
社

員
一
同
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

八
重
山
ビ
ル
管
理
株
式
会
社

①
担
当
主
任
　
大
濵
桃
子
　
他
六
名

　
入
社
八
か
月
目
に
な
り
ま
す
。

②
私
達
は
南
ぬ
島
石
垣
空
港
の
施
設
を

清
掃
し
て
お
り
ま
す
。
近
年
国
内
外

の
観
光
客
も
増
え
、
ト
イ
レ
の
清
掃

回
数
も
非
常
に
多
く
、
や
り
が
い
が

あ
り
ま
す
。
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
の

美
観
を
保
ち
、
日
々
清
掃
を
す
る
為

に
一
日
の
歩
く
距
離
は
五
㎞
に
な
り
、

業
務
終
了
後
は
足
が
棒
の
よ
う
に
な

り
ま
す
が
、
楽
し
く
心
配
り
を
モ
ッ

ト
ー
に
業
務
に
専
念
し
て
お
り
ま
す
。

③
今
後
も
引
き
続
き
気
持
ち
よ
く
お
客
様

を
迎
え
、
送
り
出
せ
る
よ
う
に
空
港

の
美
観
に
努
め
、
日
本
一
を
目
指
し

て
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
◇
◇
編
集
後
記
◇
◇

　
昨
年
も
政
治
や
経
済
で
様
々
な
出
来
事

が
起
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
厚
生
労
働

省
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
の
数
（
出
生
数
）
が

九
八
万
人
と
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
出
生
数

が
一
０
０
万
人
を
割
り
込
む
の
は
、
統
計

を
取
り
始
め
た
一
八
九
九
年
以
降
初
め
て

で
、
少
子
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状

況
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
年
と
な

り
ま
し
た
。

　
人
口
の
減
少
は
、
国
力
・
経
済
の
低
下

に
繋
が
り
ま
す
。
出
生
数
が
増
加
に
転
じ

る
に
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
対
策
を

大
転
換
し
て
、「
現
在
と
は
ま
る
で
違
う

社
会
」を
作
り
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

酉
年
は
、「
ト
リ
→
と
り
こ
む
」
に
繋
が

り
行
動
力
が
あ
り
、
積
極
的
、
親
切
で
世

話
好
き
で
あ
る
と
い
う
意
味
も
あ
る
そ
う

で
す
。

　「
変
わ
る
わ
け
が
な
い
」
と
い
う
思
考

停
止
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
に
も
、
今
ま

で
と
同
じ
よ
う
に
”
ト
リ“
組
む
の
で
は

な
く
、
新
し
い
発
想
で
”
ト
リ“
組
み
明

る
い
明
日
を
信
じ
て
日
本
の
元
気
を
”
ト

リ“
返
す
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

◇
発
行
責
任
者
　
新
垣
淑
典

（
一
社
）沖
縄
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
会
長

　
　
那
覇
市
曙
二
丁
目
二
十
七
番
十
四
号

　
　
電
話
〇
九
八
（
八
六
一
）
二
七
四
二

　
　
◇
◇
会
員
動
向
◇
◇

【
社
名
変
更
】

新
／
株
式
会
社
沖
縄
日
本
管
財

旧
／
沖
縄
星
光
株
式
会
社

【
所
在
地
変
更
】

株
式
会
社
大
洋

新
／
那
覇
市
安
謝
一
―
二
十
二
―
十
九

                                                   

―
二
階

旧
／
那
覇
市
銘
苅
三
―
六
―
二
十

現
場
で
働
く
皆
さ
ん
の
生
の
声
を
お
届
け
し

ま
す
。
質
問
内
様
は

①
入
社
し
て
何
年
目
で
す
か
？

②
現
場
で
の
苦
労
は
？

③
今
後
の
抱
負
は
？


